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消
費
額
と
波
及
効
果

（域
内
経
済
循
環
）の
向
上

地方創生版 ＤＭＯ形成・確立の必要性と機能・役割

地域資源を市場別に活用し、効果的・効率的な収益化で「稼げる」地域づくり・そだてを推進
地元資本事業者の経営力の向上、地域の決裁権限の維持、地元が主導権を握る経営管理

※自立・持続可能な地域のための観光のあり方（参考指標：SDGs、GSTC、ETIS )
地域の多様な関係者が主体となり、地域の本質的な思想・哲学を基礎に科学的アプローチで
地域経営を行うためのしくみ、体制 ＝ 「ＤＭＯ」を各地域で形成・確立

DMO：Destination Management/Direct Marketing Organization

宿泊施設

交通事業者商工業

飲食店

農林漁業

・個別施設の改善
･ｶﾃｺﾞﾘｰ制度の導入

・農漁村体験プログラム
の提供
・６次産業化による
商品開発

・地場商品の開発
・免税店許可の取得
・ICT、IOT活用、デザイン化

・二次交通の確保
・企画乗車券の企画

・「地元グルメ」の提供
・多言語、ムスリム対応

地域住民
･地域経営への参画
・ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨｰ深化

各団体・組織がムダ・ダブリ・モレが無いように役割分担する。 地
域
一
体
の
魅
力
的
な
観
光
地
域
づ
く
り
・そ
だ
て

ビ
ジ
ョ
ン
・戦
略
に
基
づ
く

一
元
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

地
域
力
に
よ
る
地
方
創
生

DMO：多様な関係者が連携・連動できる地域経営体制

・多様な関係者の意思決定
・戦略策定、PDCA高速化
・顧客DB基軸にしたマーケティング
・質的向上によるブランディング
・人財育成 等

行政
・総合計画、総合戦略への
観光の位置づけ、政策化
･観光振興計画の策定
･インフラ整備（景観、道路、
空港、港湾等）
･文化財保護･活用
･観光教育 ･交通政策
･各種支援措置

ＤＭＯ法人

※地域全体でＣＲＭを推進、ＣＬＴＶを獲得する。※宿泊税は顧客還元、マーケティングコストは受益者負担が基本
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ＤＭＯ形成・確立の必要性

地域資源を最大限に活用し、効果的・効率的な集客を図る「稼げる」観光地域づくりを推進

地域の多様な関係者を巻き込みつつ、科学的アプローチを取り入れた
観光地域づくりを行う舵取り役となる法人 ＝ 「ＤＭＯ」を各地域で形成・確立

DMO：Destination Management/Marketing Organization

宿泊施設

交通事業者

商工業

飲食店

農林漁業

・個別施設の改善
･品質保証の導入

・農業体験プログラム
の提供
・６次産業化による
商品開発

・ふるさと名物の開発
・免税店許可の取得

・二次交通の確保
・周遊企画乗車券の設定

・「地域の食」の提供
・多言語、ムスリム対応

地域住民

･観光地域づくりへの理解
・市民ガイドの実施

内外の人材やノウハウを取り込みつつ、多様な関係者と連携

地
域
一
体
の
魅
力
的
な
観
光
地
域
づ
く
り

戦
略
に
基
づ
く
一
元
的
な
情
報
発
信
・プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

観
光
客
の
呼
び
込
み

観
光
に
よ
る
地
方
創
生

多様な関係者との連携

・多様な関係者の合意形成
・データに基づくマーケティン
グ・戦略策定
・観光地のマネジメント・ブラ
ンディング

行政
･観光振興計画の策定
･インフラ整備（景観、
道路、空港、港湾等）
･文化財保護･活用
･観光教育 ･交通政策
･各種支援措置

ＤＭＯ

参考：観光庁資料


